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(Abstract) 
463 
In spite of our efforts for years， the problem on the pebbles of the Usuginu Conglomerates 
has remained unsolved. One of the essential obstacles preventing the solution arises frQm 
that we have scarcely any convincing evidences concerning the source of the pebbles. 
In this respect the granite-bearing conglomerates occurring in the Maizuru districts a百ords
some important informations. In his previous paper， one of the authors reported on the 
occurrences of a number of pebbles of porphyroid or mylonite-like microc1ine-gneiss apparent1y 
the same as those of the Kδmori metamorphic rocks. The latters are distributed nearest to 
the conglomerates containing the pebbles above岨mentioned. The equivalents of the pebbles of 
granite， granite-porphyry and granophyre may also be found among the so-called “older 
granites" occurring in the "northern zone" of the Maizuru district. On the other hand the 
pebbles of limestone and chert containing various fossils of Permian or Carboniferous age may 
be considered to have been derived from the limestone plateaux and their vicinities which lie 
north or northwest of the Maizuru district. 
Thus it seems that the pebbles of the Maizuru district may have been derived from 
the Chugoku mountainlands comprising the “northern zone" of the Maizuru district， the 
Sangun metamorphic zone and the central non-metamorphic zone. In addition it must be 
noted that the existences of potash胸richolder granites under1ying the Cretaceous acid igneous 













i )繰岩中の花関質岩機には， しばしば夜久野法入岩類の酸性相によく似たもの(とくに圧砕花商岩， ただし





































① (Pm) ⑨ 。， 天田郡夜久野町ぎようじゃ (Tr)
② グ 菅坂峠北 (Pm) ⑩兵庫県養父郡大屋町御誠山北および西斜面 (Tr)
③ グ 岡田由里東 (Tr) @ 1 筏 (Pm)
④ グ 加佐郡大江町搭合 (Pm) ⑫ I! 赤穂郡上郡町細野西 (Pm)
③ 。 公庄饗原 (Pm) ⑮ グ 相生市中野 (Pm)
⑥ グ (Tr) ⑬ 関山県英田郡英田町福本地獄谷 (Tr)
⑦ 1 (Pm) ⑮ I! 美作町宮谷 (Pm)


































































































































































































































































石英斑岩状のものとの中間的なものを一括した。岩質 第5表 D 型花街斑岩
的には花関岩から石英閃緑岩にわたり，石基の組織も サンプル Q Pl Or Mf I. C. 産地(時代)
粗粒から細粒まで，等粒花両質のものから文象質のも
菅坂峠 (Pm)のまで変化が多いが，要するに A，B，C 型の花尚質 3999 20 47 17 16 65 
4022 21 42 28 9 100 志高 (Tr)
岩類とは本質的に同一岩系に属する。比較的粗粒でカ 3800 33 25 40 2 260 西方 (Pm)
リ長石の多いもののモードを第5表に示した。 4030 31 35 28 6 150 志高 (Tr)
E. 女象斑岩類 (12コ)
4463 18 62 8 12牢 80 御故山 (Tr)
串 電気石を含む
石英とアルカリ長石と 第6表 E 型文象斑岩
に発達することを特徴とし，いわゆるグラノフアイヤ サンプJレ Q Pl Or Mf 1. C. 産地(時代)と呼ばれるものを一括した。こ
よびC型花関閃緑岩r~ とともに薄衣式牒岩における最 4013 28 34 28 10 130 菅坂峠 (Pm)
4014牢* 31 54 2 13 420 1; も主要な構成牒をなすものであり，
4019 42 18 40 5 85 1; 
おいてもこの点全く同じである O 細粒のためモード誤IJ 4021 32 40 28 12 180 1; 
定の国難なものが少くないが，測定出来たものは第6 M104-2 38 29 29 4 90 松尾寺 (Pm)
したようにA型およびC型と同質の花商関緑岩 3803 36 19 39 6 76 志高 (Tr)
質のものが多い。しかしトロニエム岩質のものも表に 4028 36 24 39 1 290 
1; 
4054 38 4 54* 4 100 高内 (Tr)
示された NO.4014以外にも決して少くないことを注
意しておく。 本曹長石北 料写真図版4
F. 花掲岩質アプライト類 (6コ) 第 7表 F型およびG型アブライト
G. トロニエム岩質アプライト類 (3コ) サンプJレ Q Pl Or Mf 1. C. 産地(時代)
細粒{憂白質で“アプライト"といわれる礁は，厳密
35 30 35 1 90 志高 (Tr)
には花両告~アダメロ岩質のもの (F型)と，曹長石 28 53 14 6 76 1 
28 46 25 1 84 11 岩~トロニエム岩質のもの (G型)とに分けられる F 26 45 27 2 64 1 
(第7表)。前者は一般に新鮮な黒雲母と白雲一舟および 29 38 31 2 90 御故山 (Tr)
29 34 33 4 85 1; 格子構造の明白なf)技会~f長石で特徴づけられ，後者はカ
8 86 tr 6 125 
(Tr)  ) リ長芯を欠き石英も前者に比し少いこと，有色鉱物が G i 4459 14 78 tr 8 47 
すべて変質して緑泥石・緑れん石・方解石・鉄鉱物な 12 17 83 tr tr 63 
どを生じていることを特色と るO 岩石系統的には花
i謁岩質アプライトはこれまで記した花同質告牒のうち A型と C型に， トロニエ岩質アプライトはB型にそれぞれ
対応すること，同じ対応、関係はそれぞれの出現頻度および分布においてもみられることは注意を要する O
H. 関緑岩・斑れい岩・蛇紋岩類
とくに粗粒宕百は一般に少く， 出現する産地も限られている O 河西地区の落合
・萎原， 相生地区中野， 美作地区古谷などの二畳系磁器および志高地区の下部三畳系機岩には粗粒の閃緑岩と斑
れい岩の礁が認められた。 これらの陳告の多くが片麻岩や角関岩の忠告を含む特異なf~~岩で、あることは注目に値す
るO なお蛇紋岩に由来するとおもわれる緑色小岩片もしばしばこ~.l."らの牒岩中 lこ見出されるが， 斑れい岩または
関緑岩の締色部に由来する疑もあり起源は明白で、ない。
1 . 噴出岩類
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第5図 ポーフイロイド様黒雲母 (B)・鍛斜長右









第3図(上) 球頼 (S) を有する流紋岩， (高内). 


































• Older Granilo 
Q 
事 D
00 •• 様、 .e
7恥刷、民 '.n民 事 、五官






























































































































1 砂質および泥質基質， 2 扮岩・石英安山岩・
安山岩・玄武岩など， 3 流絞岩・石英斑岩， 4 













































l トロニエム岩， 2 石英輝緑岩~関緑扮
岩， 3 石英安山岩 4 石英斑岩 5 珪
長岩
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第 9 (上) 糸原地区における予言期花尚岩
複合岩体の一員をなす石英輝緑岩
(4485) (X8) 
第10国(下) 向上の石英斑岩 (4490)(x8) 
第 9 表
of Qz Pl Or 
明 延 (4505) 3) 45 40 12 
西 谷 (4501) 35 46 tr 
グ (4504) 38 52 tr 
/必ぇ、 尼1 (4506) 31 59 tr 。 (4477)2) 34 55 3 。 (4478) 38 54 2 
英山谷 (4494) 29 54 2 
手' (4495) 44 43 2 
イン (4499) 31 62 2 
ク (4497) 50 41 tr 
夜久野 (4582) 42 50 tr 
舞 鶴 (4511)4) 36 56 tr 
グ (4512) 1) 39 51 6 
菅坂峠南 (4509) 31 68 tr 
It (4510) 32 55 8 
?可 守 (4464)* 、19 45 32 
北有路 (G G42)* 29 44 23 
ヰ ミロナイトイ七しているのでモード値は概測.





















Mf I. C. Rock facies 
、つJ 110 granophyric trondhjemite 
19 73 trondhjel11ite 
10 70 trondhjel11itic aplite 
10 62 trondhjel11i te
8 24 It 
6 28 。
15 20 グ
11 32 It 
5 24 ク
9 70 trondhjel11itic aplite 
8 58 trondhjel11i te
8 115 granophyre 
4 35 trondhjel11ite 
1 25 albitite 
5 40 trondhjel11i te



















l 2 3 4 
SiOz 74.54 76.83 74.52 71.97 
TiOz 0.18 0.18 0.11 0.16 
Alz03 13.05 12.84 13.94 14.98 
Fe203 2.47 1.28 1.15 2.39 
FeO 2.33 2.01 2.31 0.81 
MnO 0.08 0.08 0.02 0.02 
五在gO 0.37 0.74 0.46 0.89 
CaO 1.02 1.48 1.31 1.80 
Na20 4.19 2.67 4.08 2.61 
K20 0.12 0.21 0.95 2.78 
P2U5 0.18 0.17 0.01 0.28 
日20(十) 1.10 0.87 1.20 0.76 
H20(一) 0.18 0.22 0.23 0.14 
Total 99.81 99.58 100.29 99.59 
採集者 谷口洋文加納博志i技常正加納博
分析者 小松貞吉小松貞吉柴田秀賢中小松貞吉








(No. 4477)，菅坂i峠の二畳系磯 (No.4014)と舞鶴花掲岩の文象斑岩 (No.4511)，御抜山の文象
トロニエム岩礁 (No.4453) と明延の同質岩 (No.4505)，一一それぞれのモードと鏡下の様相は










































顕著である O 前者は機械的に lessdurableな機種に富みimmatureであり，後者はより durable
な擦が多くより matureである o




1 A型花尚岩のi諜 (No.4000，菅坂 1保二畳系). 
2 B型トロニエム岩の際 (No.4470，筏二畳系). 
3 B型文象質トロニエム岩の陳 (No.4453，御蔵山下部三畳系). B型だがC型との中間型.
4 E型文象斑岩 (No.4014，菅坂峠二畳系). 
5 “舞鶴花尚岩"のトロニエム岩 (No.4512). 
6 糸践の“古期花尚岩"のトロニエム岩 (No.4477). 
7 明延地区の文象質トロニエム岩 (No.4505). 
8 “舞鶴花尚岩"の文象斑岩 (No.4511). 
写真はいずれも直交ニコ Jレ.倍率約 8倍.













(8) ③の供給源とみられる石灰岩・・チ~.ートは rl 1 国脊稜山地の“ 1\ 1 央非変成;貯"に求められる
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